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大
相
撲
は
１
５
日
制
で
幾
度
も
４
横
綱
の

時
代
が
あ
っ
た
が
、
紙
相
撲
は
１
１
日
制
な

の
で
４
横
綱
は
ま
ず
あ
り
得
な
い
と
言
わ
れ

て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
横
綱
若
ノ
嶋
と
春
ノ

翔
の
休
場
も
あ
っ
て
、
大
関
で
好
成
績
を
残

し
た
大
神
楽
が
昇
進
に
相
応
し
い
成
績
を
あ

げ
て
横
綱
に
推
挙
さ
れ
、
遂
に
４
横
綱
が
実

現
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

紙
相
撲
フ
ァ
ン
が
楽
し
み
に
し
て
い
た
の

が
初
日
の
４
横
綱
の
土
俵
入
り
。
と
り
わ
け

新
横
綱
大
神
楽
の
初
め
て
の
土
俵
入
り
に
注

目
が
集
ま
っ
た
。

磯
ノ
海
親
方
は
仕
事
が
忙
し
く
、
大
神
楽

の
綱
と
化
粧
ま
わ
し
の
製
作
に
十
分
な
時
間

が
取
れ
ず
に
今
朝
の
午
前
３
時
に
や
っ
と
出

来
上
が
っ
た
と
の
こ
と
。
春
ノ
翔
も
４
場
所

ぶ
り
に
初
日
か
ら
出
場
。

十
両
の
初
日
の
取
組
が
終
わ
り
、
土
俵
入

り
を
前
に
４
人
の
親
方
（
春
日
根
、
錦
風
、

桐
壺
、
磯
ノ
海
）
は
準
備
に
大
わ
ら
わ
。

千
代
鈴
、
若
ノ
嶋
、
春
ノ
翔
、
大
神
楽
の

順
に
東
西
入
れ
替
わ
っ
て
の
土
俵
入
り
が
行

わ
れ
、
館
内
か
ら
大
き
な
歓
声
と
拍
手
が
送

ら
れ
た
。

注
目
の
大
神
楽
は
「
伊
勢
大
神
楽
講
社
」
か
ら
贈

ら
れ
た
三
つ
揃
い
の
化
粧
ま
わ
し
を
締
め
、
緊
張
な

面
持
ち
だ
っ
た
が
何
と
か
無
事
に
初
め
て
の
土
俵
入

り
を
務
め
た
。

今
場
所
は
史
上
初
の
４

横
綱
の
番
付
と
な
り
、
こ

の
４
横
綱
に
よ
る
優
勝
争

い
が
期
待
さ
れ
る
。

注
目
の
４
横
綱
は
千
代

鈴
と
若
ノ
嶋
が
盤
石
の
相

撲
を
見
せ
た
が
、
春
ノ
翔

が
初
日
に
夢
ノ
花
に
、
大

神
楽
が
二
日
目
に
綱
乃
花

に
敗
れ
２
勝
１
敗
で
の
発

進
と
な
っ
た
。
春
ノ
翔
と

大
神
楽
に
土
が
つ
い
た
も

の
の
、
４
横
綱
は
ま
ず
ま

ず
の
出
だ
し
と
言
っ
て
い

い
だ
ろ
う
。

休
場
明
け
で
土
俵
勘
が

戻
っ
て
い
る
か
心
配
さ
れ

て
い
た
春
ノ
翔
も
初
日
こ

そ
不
覚
を
取
っ
た
が
二
日

目
か
ら
本
来
の
相
撲
を
見

せ
、
先
場
所
か
ら
く
も
千

秋
楽
で
勝
ち
越
し
た
若
ノ

嶋
も
危
な
げ
な
い
相
撲
で

親
方
を
安
心
さ
せ
た
。

こ
れ
に
加
わ
っ
て
き
そ

う
な
の
が
大
関
２
場
所
目

の
西
神
門
。
今
場
所
、
元

気
な
夢
ノ
花
に
敗
れ
た
も

の
の
２
勝
１
敗
と
ま
ず
ま

ず
の
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

【
第
百
六
十
三
回
本
場
所
初
日
～
三
日
目
】

ま
だ
３
０
度
を
超
え
る
残
暑
の
９
月
２
１

日
に
、
第
１
６
３
回
本
場
所
の
初
日
が
幕
を

開
け
た
。
今
場
所
は
先
場
所
優
勝
の
大
関
大

神
楽
が
横
綱
に
昇
進
し
、
日
本
紙
相
撲
協
会

史
上
初
の
４
横
綱
の
番
付
と
な
っ
た
。

↑豪華４横綱の揃踏み。今回特別に揃って土俵に上がってお披露目をした。

千秋楽もこの雄姿が見れることを切に願う。

↑左上から千代鈴（春日根）、若ノ嶋（錦風）、春ノ翔（桐壷）、大神楽（磯ノ海）

千代鈴○(寄り切り)●磯自慢四季嶋●(押し倒し)○若ノ嶋

春ノ翔○(寄り切り)●勝ノ川大神楽○(寄り切り)●若 佑

西神門○(寄り切り)●麒麟王


